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３ 論文の構成 
第 1章 序論 
1-1 研究背景 
1-1-1 一般消費者に対する疑似科学の問題 















































付録 1a 科学性評定の実例 ワクチン有害説 
付録 1b 科学性評定の実例 グルコサミンの経口摂取による関節症への効果 



































































































                       
５ 論文の特質 
 本論文は，著者が博士前期課程入学時から取り組んできた「科学性評定サイト」の活動を通し
て積み上げてきた実績にもとづいた研究を基盤としており，きわめて実践的かつ実用的な意義を
もつ成果を内包している。 
 その成果を得るために著者は，最大のエビデンスレベルをもつメタ分析に精通し，最新のクラ
ウドソーシングを用いて比較対照試験を実施する技術を確立した。それにより，学校教育に頼れ
ない市民相手の消費者教育に対して，実証的な教材開発が可能な方法が提案できている。 
 論文としては，ガイドラインの提案としてまとめており，一部の議論には将来的な課題が残さ
れてはいるものの，研究のすそ野の広がりや社会的インパクトは大なるものがある。その点で，
新規の研究分野を開拓する優れた研究成果として位置付けられる論文である。 
 
６ 論文の評価 
 本論文は，科学性に対する批判的思考を養成する教育方法を模索中の消費者行政分野に対して，
科学哲学的な議論に裏打ちされた教材開発のガイドラインを提供するものであり， きわめて先進
的な内容をもっている。また，自然科学・社会科学・人文科学を広く横断するテーマに取り組ん
で成果をあげており，学際領域の探究を掲げる情報コミュニケーション研究科の趣旨からも，高
く評価できる水準にある。 
 なお，本論文を構成する各章の内容は，科学教育学会，消費者教育学会，情報コミュニケーシ
ョン学会等の学術団体で発表しており，２件の学会賞を受賞しているうえ，４件の査読付き論文
として学会誌に掲載されていることを付記する。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は，情報コミュニケーション研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出
されたものであり，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験
に合格したので，博士（情報コミュニケーション学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
以 上 
